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総 論 

 

解答は答案用紙の該当欄の○を鉛筆で黒く塗りつぶして下さい。 

○をはみ出したり塗りつぶし方が不十分にならないよう注意して下さい。 



総 論 

それぞれの設問について、該当するものを選び、解答用紙の該当欄の○を鉛筆で黒く塗り 
つぶして下さい。 
 

〔問 題〕 
１．「実験動物」の定義として正しいのは下記のうちどれか。 

１）医学研究に利用するために合目的に繁殖した動物。 

２）科学上の利用に供するため、合目的に繁殖した動物。 

３）薬の安全性を確かめるために、目的を定めずに繁殖した動物。 

４）食糧増産を目的として、合目的に繁殖した動物。 

 

２．下記のうち、正しい記述はどれか。 

１）野生動物や家畜は遺伝的な均質性などの点で実験動物より劣る点が多く、過去の病

歴や年齢さえもわからないことがある。 

２）野生動物や家畜は遺伝的な均質性などの点で実験動物より優る点が多いが、過去の

病歴や年齢がわからないことがある。 

３）野生動物や家畜は遺伝的な均質性などの点で実験動物より劣る点が多いが、過去の

病歴や年齢はよくわかっている。 

４）野生動物や家畜は遺伝的な均質性などの点で実験動物より優る点が多く、過去の病

歴や年齢についてもよくわかっている。 

 

３．現在のような動物実験の原型は、19世紀後半に活躍したフランスの生理学者（   ）

による「実験医学序説」にさかのぼることが出来る。 

  下記のうち、上記の文中の（  ）内にあてはまる人名として正しいものはどれか。 

１）コッホ 

２）ラッセル 

３）ベルナール 

４）ヒポクラテス 

 

４．下記のうち動物実験を推進する団体はどれか。 

 １）JAVA 

 ２）SHAC 

 ３）PETA 

 ４）RDS 

 

 

 



５．倫理的な動物実験の基本理念として正しいのは、下記のうちどれか。 

 １）2R 

 ２）3R 

 ３）5R 

 ４）7R 

 
６．動物実験は実験処置による（①）型の変化（反応）を読み取るのであり、一定の（①）

型を持つ実験動物に一定の実験処置を加えれば、（②）の高い実験結果が期待出来る。 

上記の説明の中のそれぞれの（  ）内に該当する用語の組み合わせとして、正しい

のはどれか。 

 １）①表現  ②信頼性 

 ２）①表現  ②透明性 

 ３）①演出  ②再現性 

 ４）①演出  ②公開性 

 
７．下記のうち、動物の供給体制について正しい記述はどれか。 

 １）ウサギ、モルモット、ハムスター等の一般的な系統については、我が国に供給体制

が確立していないため、多くを輸入に頼っている。 

２）ウサギ、モルモット、ハムスター等の一般的な系統については、実験動物生産企業

の供給体制が確立しておらず、大学等に依存している。 

３）ブタ、ヒツジ、ヤギは、一部で実験動物として生産されているが、一般的には産業

用家畜からの転用が多い。 

４）ブタ、ヒツジ、ヤギは、全て実験動物として生産されたものを使用しており、もは

や産業用家畜からの転用はない。 

 
８．イヌ、ネコの実験利用について、正しい記述はどれか。 

１）米国においては、purpose bred以外のイヌやネコの実験利用を全ての州が禁止して

いる。 

２）米国においては、purpose bred以外のイヌやネコの実験利用を全ての州が禁止して

いるわけではない。 

３）我が国では、purpose bred以外のイヌやネコの実験利用を全て禁止している。 

４）我が国では、purpose bredしたイヌやネコだけを実験に利用出来る。 

 
註）purpose bred：実験用に生産された動物 

 

 

 

 

 

 



９．実験中の動物の管理に関する記述として、正しいのはどれか。 

 １）実験中の動物の観察は、不規則でも構わないので、観察項目を決めて入念に行い、 

  途中で動物が瀕死状態に陥った場合、直ちに安楽死させて実験を終了するようなこと

をせず、動物が死に至るまで詳細な観察をする。 

２）動物の異常や死亡を発見した場合、管理者あるいは実験者に連絡する前に、飼育担

当者自ら死因の調査や必要な試料の採取を行う。 

３）飼育管理者は動物の状況を主観的に表現することが重要であり、日頃より日常的な

用語で表現する習慣をつけるべきである。 

４）実験期間中の動物個体の品質の記録、環境条件を示すデータ等も、後になって必要

となる場合があるため、保管しなければならない。 

 

１０．標準操作手順書の略として、正しいのはどれか。 

 １）GLP 

 ２）GMP 

 ３）SOP 

 ４）ISO 

 

１１．生物の体の成り立ちに関する記述として、正しいのはどれか。 

１）動物の体は、細胞を単位として作られている。 

２）解剖学的に同じような形態の遺伝子が集まって、一定の規律に従って配列し、これ

らの細胞集団が組織を構成する。 

３）細胞集団から構成される組織は、協同して一定の機能を営むために神経系を作る。 

４）一連の活動を営む器官群によって神経系が作られ、全ての系が不統一に配置される

が、全体としては調和のとれた個体が形成される。 

 

１２．細胞について、正しい記述はどれか。 

 １）細胞は生物の体を作る小さな単位である。 

２）細胞は1種類しかなく、形も1種類である。 

３）細胞の大きさは、通常その直径は50～300μm（1μm=1/1,000mm）くらいである。 

４）細胞の基本的な構造は、大きく3種類（DNA, RNA, 核）に分けられる。 

 

１３．動物の臓器の位置に関する下記の記述のうち、正しいのはどれか。 

１）腹腔の頭側には骨盤腔がある。 

２）体腔の中には、様々な内臓や血管などが収められている。 

３）胸腔、腹腔、骨盤腔などの体腔の内面は羊膜で覆われている。 

４）各臓器間及び臓器と腔壁との間には少量の羊水が存在する。 

 

 

 

 



１４．動物の筋肉の種類と機能に関する記述として、正しいのはどれか。 

 １）筋肉のうち、骨格に付着してこれを動かすものを骨格筋、心臓にあるものを心筋、  

 心臓以外の内臓にあるものを平滑筋という。これら3種類の筋組織は、構造や機能に

違いがある。 

２）骨格筋は意思により動かすことが出来るので、不随意筋と呼ばれ、一方、平滑筋及

び心筋は意思にかかわらない不随意運動を行うので随意筋と呼ばれる。 

３）骨格筋の筋線維の束は、内側を筋膜という結合組織で包まれている。筋の両端は腱

となって、直接骨格に付着するが、他の筋の筋膜に付着するものもある。 

４）骨格筋を支配する自律神経の軸索は、目標の筋の中に入ると枝分かれして、その終

末部が筋線維の中央付近に付着して終わる。 

 

１５． 呼吸器の構成に関する記述として、正しいのはどれか。 

 １）呼吸器が空気を取り入れて運ぶ通路を気道という。 

２） 気道は鼻腔を通って喉頭に達し、そこで口から食道に抜ける食物の通路と交差する。 

３）吸入空気は喉頭から下方の咽頭に抜け、気管、気管支を通って肺に達する。 

４）気管支は、肺の大きな分岐に一致して、いくつかの葉に分かれるが、その区分は基

本的に動物種が異なっても同じである。 

 

１６．心臓に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）魚類の心臓は2心房1心室である。 

２）両生類の心臓は1心房1心室である。 

３）トリ類の心臓は2心房1心室である。 

４）哺乳類の心臓は2心房2心室である。 

 

１７．心臓の活動について、正しい記述はどれか。 

１）血液は心房の拍動によって送り出されるので、動脈の内圧も変動し、動脈内を波動

として伝わって行く。 

２）心室が弛緩した時期の内圧を収縮期血圧（最大血圧）、心室が収縮した時期の内圧を

拡張期血圧（最小血圧）という。  

３）心臓は神経による調節を受けている。 

４）心臓の拍動は、中枢神経と抹消神経によって支配されている。 

 

１８．白血球の形態学的分類に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）リンパ球は顆粒を持たず小型である。 

２）単球は小型で貪食作用が強い。 

３）顆粒球は白血球の中の約16%を占める。 

 ４）顆粒球の大部分は好酸球である。 

 

 

 



１９．リンパ系について、正しい記述はどれか。 

 １）血液成分の一部は、毛細血管から組織液の中に滲み出した後、毛細血管には戻らな 

い。 

 ２）組織液の中に滲み出した血液成分の一部の液体は、毛細血管を通して集められ、血

液の中に回収される。 

３）組織液中に含まれる組織球は、体を細菌やウイルスから守る免疫を担当している。 

 ４）組織液は、内皮細胞同士の間から毛細血管に流れ込んでリンパ液になる。 

 

 

２０．口腔における消化に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）口腔は犬歯から咽頭に至る腔所で、頬、口蓋、舌で囲まれている。 

２）食物が歯で噛み砕かれ、すり潰され、唾液と混ぜ合わされて、嚥下が容易になる。 

 ３）舌は平滑筋の塊で、その表面は固い結合組織と粘膜で覆われている。 

４）舌の粘膜には、口腔粘膜乳頭という小さな突起がたくさんついている。 

 

２１．胃に関する記述として、正しいのはどれか。 

 １）胃は食物塊が入ると、緩やかに弛緩して蠕動を起こし、食物塊を砕くと同時に胃液  

 と混ぜ合わせる。 

２）蠕動は食物塊を幽門部から噴門部に向けて移動させるが、食物塊が胃内に入っても

しばらくは噴門が閉じているために戻され、何度も蠕動運動を受けることになる。 

３）噴門部にある発達した括約筋の収縮により、胃内容物が食道に逆流するのを防いで

いる。 

４）食物塊が胃内で消化され粥状になると、噴門が開き、大量の食物塊を十二指腸に送

り出す。 

 

２２．腸に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）小腸の粘膜には、輪状ヒダも腸絨毛もない。 

２）大腸では、消化も吸収もほとんど行われない。 

３）小腸の働きは、主として胆管から送られてきた内容物から水分を吸収して、糞塊を

形成することである。 

４）糞塊は、消化された食物や腸上皮、腸内細菌及びその産生物からなる。 

 

２３．肝臓に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）肝臓は腹腔の後部を占め、内臓の中では最も大きな臓器である。 

２）肝臓の背側面には胆嚢と胆管がある。 

３）動物はどの種でも胆嚢を有する。 

４）肝臓の外観は、切れ込みによりいくつかの葉に分かれているが、その分葉のしかた

は動物種によって異なる。 

 

 



２４．泌尿器に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）尿を作って排泄する器官を泌尿器といい、腎臓、尿管、膀胱、尿道、陰茎がある。 

 ２）腎臓は、脊柱の左右に1対存在し、形はソラマメ形をしている。 

３）脊柱に向いたやや窪んだ側を腎盂と呼び、ここを通って血管や尿管が出入りする。 

４）腎臓は、血液から尿を濾過し、尿道を通して尿を膀胱に送る。 

 

２５．雄の生殖器に関する記述として、正しいのはどれか。 

 １）雄の生殖器は、精巣、精巣上体、精管、精嚢、前立腺、尿道球腺、膀胱、尿道、陰 

 茎等からなる。 

２）イヌは精巣上体を欠く。 

３）イヌ、ネコには精嚢がない。 

４）尿道球腺は、げっ歯類とマカク属のサル類に特徴的に存在する。 

 

２６．雄の生殖器に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）精嚢は、精管が尿道に入る直前の部分から飛び出している袋状の器官である。 

２）精嚢は精液成分の大部分を分泌する。 

３）凝固腺は、マウス、ラット、モルモット等のげっ歯類とマカク属のサル類には存在

しない。 

４）尿道球腺からの分泌液は、射精後、膣内で精嚢分泌物を凝固させ膣栓（プラグ）を

形成する。 

 

２７．脳に関する記述として、正しいのはどれか。 

１） 間脳は大脳の前庭部にあたる部分で、視床上部と視床下部という2つの部分を含む。 

２）脊髄の断面を見ると灰白質はH字形をしている。 

３）脊髄の灰白質の背側の部分を前角、腹側の部分を後角という。 

４）脊髄の灰白質後角には、脊髄神経の運動神経細胞が集まり、前角には主として、皮

膚の感覚を中継する神経細胞がある。 

 

２８．分泌腺に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）唾液腺は外分泌腺である。 

２）汗腺は内分泌腺である。 

３）甲状腺は外分泌腺である。 

４）分泌物が直接血液中、またはリンパ中に送り出される腺は外分泌腺である。 

 

２９．下記の記述のうち、正しいのはどれか。 

１）下垂体は、脳の側面についた小さな器官で、前葉と後葉に分かれる。 

２）下垂体は、間脳の視床下部から細い茎によってぶら下がっており、視床下部と密接

な関係がある。 

３）甲状腺は気管上部の後面にある。 

４）甲状腺の後面両側には、上皮小体という小さな外分泌腺がついている。 



３０．膵臓から分泌されるホルモンに関する記述として、正しいのはどれか。 

１）膵臓から分泌されるホルモンは、インスリンだけである。 

２）インスリンは全身の細胞に働きかけて、細胞内への糖の取り込みを促進するホルモ

ンである。 

３）インスリンは全身の細胞に働きかけて、細胞内への糖の取り込みを抑制するホルモ

ンである。 

４）インスリンは、細胞内でグリコーゲンや脂肪を分解し、糖を新生する作用を持って

いる。 

 

３１．DNAについて正しい記述はどれか。 

１）DNAは生物の設計図であり、組織や器官の構成単位である糖質、あるいは脂質の情 

 報を担っている。 

２）遺伝子はDNAと言い換えても良く、哺乳動物ではその数が約30万個とも言われてい

る。 

３）DNAは種々の遺伝子とともに染色体を形成する。 

４）DNAの構成物質は4種類の塩基、A（アデニン）、T（チミン）、C（シトシン）及び 

G（グアニン）である。 

 

３２．染色体に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）体細胞において染色体は核外に存在し、常染色体と性染色体からなる。 

２）マウスの染色体は20対（40本）の常染色体と1対（2本）の性染色体、合計21対

（42本）で構成される。 

３）マウスの染色体は雌、雄ともに40本であるが雌と雄の違いは性染色体にあって、雌

ではXXであり、雄ではXYである。 

４）染色体数は動物種ごとに決まっており、マウスでは2n＝42本，ラットは2n＝40本

である。 

 

３３．有色マウスとアルビノマウスを交配した場合、分離の法則により毛色の分離を確認

出来るのは下記のうちどれか。 

１）F1 

２）F2 

３）F3 

４）F4 

 

３４．C57BL/6（黒：B/B、D/D）とDBA/2（薄茶：b/b、d/d）を支配した場合、下記のうち

正しいのはどれか。 

１）F1の表現型は「灰色」である。 

２）F1の表現型は「薄茶」である。 

３）F2では、親系統にない灰色と茶色が得られる。 

４）F2では32種類の表現型が出現する。 



３５．分離型近交系（セグリゲイティング近交系）に関する記述として、正しいのはどれ

か。 

１）ある遺伝子座について、代々ヘテロ型の状態で維持する近交系である。 

２）1世代おきに、ある遺伝子座で対立遺伝子が分離するような交配を続ける。 

３）異なる遺伝背景で、同じ対立遺伝子の発現を調べるために計画的に作出される。 

４）ある遺伝子座について、代々ホモ型の状態で維持する近交系である。 

 

３６．クローズドコロニー（閉鎖集団）に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）クローズドコロニー系統は、近交系ほど動物実験には使われていない。 

２）クローズドコロニーの定義は、「20年以上他からの遺伝子の移入がなく、一定の集

団内でのみ維持されている系統」である。 

３）クローズドコロニーは近交系由来のものと、非近交系に由来するものとに分類され

るが、多くは非近交系に由来するものである。 

４）クローズドコロニーは全て近交系に由来する。 

 

３７．変異（疾患）遺伝子を持つ系統に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）変異遺伝子が発現しても、個体にとって生存に不利益になることはない。 

２）変異遺伝子の多くは優勢遺伝である。 

３）変異遺伝子は、ヒト疾患の解明につながるようなモデルとなることが少ない。 

４）個々の変異遺伝子は、その働きを解析するためには貴重な存在なので、絶やすこと

のないように適切な交配方法をとる必要がある。 

 

３８．疾患モデル及びトランスジェニックマウスに関する記述として、正しいのはどれ 

か。 

１）最初のノックアウトマウスは、1980年にJohn Gordonによって作製されたジャイア 

 ントマウスである。 

２）1990年代にはES（Embryonic stem cell）胚性幹細胞を用いた相同組換え技術がマ

ウスに応用され、遺伝子導入（トランスジェニック）マウスが作製された。 

３）人為的に操作された遺伝子RNAを導入された動物を遺伝子操作動物と呼ぶ。 

４）疾患モデルを作出する場合、自然に発見される遺伝病（自然突然変異）の動物の中

から選ばれることが多い。 

 

３９．近交系の交配に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）近交系の価値は、個体間での遺伝的差がほとんどないことにある。 

２）近交系の交配を正しく行っていると、ヘテロ型の遺伝子座の率が高くなる。 

３）ヘテロ型の遺伝子座を持つ近交系の個体が系統分与されると，同じ系統名となり遺

伝子型も同じ亜系統が出現する。 

４）ある近交系が取り扱い者の意志とは無関係に他系統と交配し、子孫を作ることを想

定内交配と呼ぶ。 

 



４０．標識遺伝子と検査法について、正しいのはどれか。 

１）遺伝検査で用いられるマーカーは、複数遺伝子の支配を受け、遺伝子型と表現型の 

 関係が明確な質的形質の中から選ばれる。 

２）遺伝検査では、遺伝的統御の方法が異なる種々の系統を検査出来る必要があるが、 

 全ての標識遺伝子を調べることは容易ではない。 

３）検査にあたり、標識遺伝子検査技術の難易について考慮すべきではないく、最大の

項目数で最小の効果を期待出来るような標識遺伝子を選ぶことが大切である。 

４）遺伝的モニタリングの標識遺伝子を選択するための種々の条件は、アルファベット

のAで始まる4つの条件を満たすことである。 

 

４１．雌雄判別に関して、間違っている記述はどれか。 

１）動物種を問わず、成熟動物の雌雄判別は比較的容易である。 

２）成熟動物では、陰嚢や膣口の存在をもって雌雄は確認出来る。 

３）形態的あるいは被毛の状態により外部生殖器の識別を確認しづらい場合は、外陰部

を軽く触れたり、押してみることにより陰茎や陰唇を露出させ判断する。 

４）新生子や幼若動物では外部生殖器と肛門との距離で性別を判別するが、相対的に短

い方が雄である。 

 

４２．性成熟について、正しい記述はどれか。 
１）雌では膣開口の数日前に膣垢中に有核細胞や角化細胞が現れて、卵巣では卵胞の発

育が促される。 
２）マウスでは、膣開口後ほぼ14日ごとの排卵を伴う性周期を示すようになる。 
３）雄の性成熟としては精巣の陰嚢への下降や陰茎の変化等がみられる。 
４）雄の性成熟は雌よりいくぶん早い。 

 

４３．発情周期に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）マウス、ラットの性周期は、発情前期（膣垢的発情期を含む）、発情後期及び発情休

止期の3期に分けられる。 

２）発情前期をⅠ期、発情前期にあたる日で、動物が発情している夜間の数時間と発情

期を合わせてⅡ期、発情後期をⅢ期、発情休止期をⅣ期と呼ぶこともある。 

３）性周期が5日の場合には、発情休止期のみが2日間持続する。 

４）各期の持続時間は一定ではなく、発情前期のうちⅠ期は9～18時間、Ⅱ期は数時間、

発情期（Ⅲ期）は21～23時間、発情後期（Ⅳ期）は半日～1日、発情休止期は約1日

半となる。 

 

 

 

 

 

 



４４．下記の雄の一連の交尾行動のうち、正しいのはどれか。 

１）雄動物は発情している雌動物と一緒にすると、雄はしばらく雌を探索して雌の会陰

部を嗅ぐ。 

２）それに逆らって雄は雌から離れるが、雌は雄を追尾する。 

３）追尾行動が繰り返された後、雄は雌を仰向けにし、雌の腹部に前から乗りかかる（乗

駕）。 

４）乗駕には陰茎の挿入を伴わない乗駕、射精を伴う乗駕の2種類がある。 

 

４５．雄のマウントに反応して、発情ラットなどの雌が脊椎を湾曲させ、前足と後足を伸

展させ、臀部と頭部をあげる姿勢を示す状態は下記のうちどれか。 

１）マウントレース 

２）ランドレース 

３）ロードレース 

４）ロードシス 

 

４６．着床について、正しい記述はどれか。 

１）受精卵は、子宮壁に着床するまでは卵管内を浮遊しながら分裂を繰り返し、発育す

る。 

２）受精卵が分裂を繰り返している間に、卵管も着床に備えて変化する。 

３）受精卵が胚となって子宮外膜上の位置が決まり、母体と物理的に接触することを着

床という。 

４）着床は、受精卵が子宮に到達して子宮外膜上皮に接触し、受精卵からの情報に応え

て母体側が反応し、受精卵と子宮の接触が起こり、次いで子宮外膜が受精卵へ入り込

んで行く。 

 

４７．分娩に関して、正しい記述はどれか。 

１）マウスの出生時は体毛もなく、目、耳が開くのは出生後である。 

２）マウスの出生時はすでに体毛が生えているが、目、耳が開くのは出生後である。 

３）モルモットの出生時はすでに被毛に被われているが、目、耳が開くのは出生後であ

る。 

４）モルモットの出生時は体毛がないが、目、耳は開いており歯も備えている。 

 

４８．哺乳に関して、正しい記述はどれか。 

１）哺乳中の母動物及び哺乳子の扱いは注意が必要で、触れる機会を出来るだけ多くし

てコミュニケーションを良くすることが望ましい。 

２）哺乳中の動物に触る場合は、手に臭いがつかないように、石鹸できれいに手を洗っ

てから動物に触り、出来るだけ時間をかけて作業するよう心がける。 

３）母動物を刺激すると、哺乳子を食殺したりするので安静に保つ。 

４）多胎の動物において、同腹子の数が多ければ子の発育は良好となり、その数が少な

ければ個々の発育は不良となる。 



４９．離乳に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）一定の時期がきたら、子の発育が不揃いでも一斉に離乳することが大事である。 

２）離乳の条件は独力で飼料や水の摂取が出来、その後の正常な発育が期待出来ること

である。 

３）離乳後の動物は、雌雄一緒に同居させて育成する。 

４）離乳直後の動物は成熟動物の影響を受けやすく、成熟雄は幼弱雄の、成熟雌は幼弱

雌の性成熟をそれぞれ早期化することが認められている。 

 

５０．リッキングは次のうちどの行動か。 

１）巣作り行動。 

２）授乳行動。 

３）迷い出た子を自分の側に寄せ集める行動。 

４）子の性器をなめて排尿・糞を促す行動。 

 

５１．飼料に関する下記の文中の（ ）内に該当する組み合わせはどれか。 

  動物種によってそれぞれの栄養素の（A）が異なるので、（B）には相違がある。同一種

であっても使用目的により（B）は異なり、繁殖用の場合には、飼育用の場合より（C）

の量が多く配合され、カロリーも（D）作られている。 

また、動物の食性によっても栄養素の配合割合は大きく異なっている。（E）の動物に

はタンパク質を多く、（F）の動物には繊維素を多く含んだ飼料を与える必要がある。 

１）A：配合割合 B：タンパク質 C：糖質    D：高く E：雑食性 F：草食性 

２）A：要求量  B：配合割合  C：タンパク質 D：高く E：肉食性 F：草食性 

３）A：成分   B：栄養素   C：脂質    D：高く E：草食性 F：肉食性 

４）A：原料   B：成分    C：ミネラル類 D：高く E：雑食性 F：草食性 

 

５２．飼料の形状に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）実験動物用飼料の形状は、固型、粉末、液状に大別されるが、一般的には四角い筒

形に固型化されたペレットが多く用いられている。 

２）マウス、ラット、モルモット、ウサギ等に用いられている固型飼料はエキスパンデ

ッド飼料である。  

３）ペレットの長さや太さは動物種によって異なるが、実験動物用飼料としては最も安

定した品質を保てるものとして普及している。 

４）イヌやネコ、サル類等で用いられている飼料は発泡状のペレットである。 

 

 

 

 

 

 

 



５３．給餌方法に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）一般に自由摂取の給餌法がとられているのは、マウス、ラット、ハムスター類、ス

ナネズミ、モルモット、ウサギ等の小型げっ歯類である。 

２）イヌ、ネコ、ブタ、トリ類、サル類は1日1回一定量の飼料を与える制限給餌法が

とられることが多い。 

３）吊り下げ式給餌器や、はめ込み式給餌器を使用する場合は、動物の尿で飼料が汚染

される割合が少ないので1、2カ月に1度、交換もしくは洗浄すると良い。 

４）モルモットは給餌器の下にもぐる性質があるので注意が必要である。 

 

５４．給水に関して正しい記述はどれか。 

１）水は重要な栄養源ではない。 

２）飼料が1日分不足しても動物は死に至るが、水の不足で死を招くことはない。 

３）給水法には、自動給水法とボトル（給水瓶）による給水法がある。 

４）非常時の給水用として、氷をケージの中に入れて使うことがある。 

 

５５．飼料の保管に関して、正しい記述はどれか。 

１）飼料の保管において、最も注意しなければならないことは吸湿による変性、変敗と

野鼠や昆虫などの侵入による飼料の汚染である。 

２）通常、実験動物用飼料の水分は0.7～0.8％台に乾燥されているが、高温多湿な環境

下に放置すると数日で10％以上となり、カビの発生を招くこととなる。 

３）最近の固型飼料は、ポリエチレン袋が内装された包装袋に入っており、一般の固型

飼料は室温保管では蒸れてしまうので、必ず低温、低湿度で保管する必要がある。 

４）飼料は直接床に置き、スノコを敷いてはいけない。 

 

５６．微生物学的状態と維持方法について、正しい組み合わせはどれか。 

 動物の分類 微生物学的状態 維持方法 

１） 無菌動物 
微生物や寄生虫が全く検出

されない動物 
バリア施設 

２） ノトバイオート 
持っている微生物、寄生虫

が全てわかっている動物 
バリア施設 

 

３） 

SPF（Specific  

Pathogen Free）動物 

あらかじめ決めておいた病

原体を持っていないことが

定期的モニタリングで証明

された動物 

ビニールアイソレータ 

４） コンベンショナル動物   
持っている微生物や寄生虫

に関して情報がない動物 
オープン方式 

 

 

 

 



５７．飼育器材の選択に当たり、不適切なのはどれか。 

１）動物にとって快適であり、取り扱いが容易であること。 

２）頻回の消毒、滅菌に耐え、耐久性があれば経済的な側面は考慮しなくて良い。 

３）取り扱いが安全であること。 

４）実験目的にあっていること。 

 

５８．給餌器に関する記述として、不適切なのはどれか。 

１）実験食などの粉末飼料を与える場合には粉末給餌器を用いる。 

２）粉末給餌器を使用する際は、動物がひっくり返したりしないような、サイズや材質

の給餌器（金属製、ガラス製）を選ぶ。 

３）ウサギやイヌ、ネコ等、中動物で床置きの給餌器を使用する場合は、くわえたり、

持ち運んだり出来る軽いものを選ぶ。 

４）イヌやウサギ等、毎日一定量の飼料を一定時刻に給与したい時は、自動給餌装置を

用いると休日作業等の省力化が可能となる。 

 

５９．入荷時の動物の取り扱いについて、不適切なのはどれか。 

１）入荷動物の確認は、最初に輸送箱の蓋を開けた状態で実施する。 

２）マウス、ラット等小型げっ歯類では複数の動物が1つの輸送箱に入れられているの

で、その中に他の個体と異なる行動や外観を示す動物がいないかどうかチェックする。 

３）性別や健康状態、体重、匹数を確認しながら飼育ケージに移して行き、動物情報を

記載したケージラベルをつける。 

４）同一輸送箱の中には異種動物もいるので、特に系統の取り違えがないように細心の

注意を払わなければならない。 

 

６０．動物検収後の予備飼育について、正しい記載はどれか。 

１）検収作業を終えた動物は、1～2日の予備飼育の後、実験に供する。 

２）予備飼育中に検疫を行うが、信頼できるブリーダー（実験動物生産業者）から入手

したSPF動物でも、ブリーダーでの検査結果を参考にしてはならない。 

３）動物は、輸送や環境変化によるストレスで一時的な体重増加を示すため、予備飼育

で健康状態を通常状態に回復、安定させる。 

４）予備飼育期間に飼育技術者に慣れさせるとともに、実験に必要な馴化などを行うこ

とも重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 



６１．下記の図に示す動物は何番か。 

 

１）42 

２）53 

３）62 

４）73 

 

６２．飼育室の日常点検に関する、下記の文中の（ ）内に該当する組み合わせはどれか。 

「飼育室に入室したら、（A）に室内を一巡して異常の有無を確認する。（B）だけでなく、

動物の呼吸音や発声、給排気口等（C）から生じる音や臭気、肌で感じる暑さ、寒さ、湿

り気が（D）と変わりがないことを、測定機器を用いなくとも感じ取れるようにしたい。 

 温湿度の記録等、施設で定められた（E）時のチェック事項があれば忘れずに実施する。 

自動給水装置の給水圧力値の確認や照明タイマーの（F）のチェック、自動飼育装置等

の動作点検等、飼育関連設備の点検を（G）的に忘れずに行う。これらの作業を漏れなく

確実に行うためには、点検項目や実施頻度等を記載したチェックリストを、（H）用紙と

して作成しておくと良い。」 

１）A：最後 B：聴覚 C：室外設備 D：異常 E：退室 F：設定 G：定期  

H：点検記録 

２）A：途中 B：感覚 C：建築設備 D：正常 E：在室 F：作動 G：不定期  

H：報告 

３）A：最初 B：視覚 C：室内設備 D：通常 E：入室 F：時刻 G：日常  

H：作業記録 

４）A：最初 B：嗅覚 C：屋外設備 D：昨日 E：終了 F：異常 G：恒常  

H：保管記録 

 

６３．ケージ交換に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）収容匹数や使用床敷などが変わっても、ケージ交換頻度を変えてはならない。 

２）通常では、平底ケージで1～2週間ごと、金網やスノコ床の金属ケージで週1～2回

の交換が必要である。 

３）平底ケージの交換時には、飼育室内で床敷の充填を行う。 

４）網床の下のトレイは、小型げっ歯類で週2～3回、イヌ、ネコ等では毎日交換もしく

は洗浄しないと、室内の臭気が強くなり、衛生的環境が保たれない。 

 

 



６４．給餌法に関して、正しい記述はどれか。 

１）マウス、ラット、ハムスター類では、制限給餌法がとられる。 

２）不断給餌法では、常に十分な量の飼料を給餌器に入れておかないと、うまく採食出

来ない。 

３）マウス、ラットは、給餌器上部の隙間を見下げるようにして固型飼料に歯をあて、

削り取るように採食する。 

４）マウス、ラットでは給餌器内に十分量の飼料が入っていると、歯をあてたとき固型

飼料が浮き上がってかじりにくい。 

 

６５．滅菌、消毒に関して、正しい記述はどれか。 

１）消毒とは、全ての微生物を殺す手段をいう。 

２）殺菌は、病原微生物に対象を絞って殺すことをいう。 

３）殺菌と消毒を合わせて滅菌と呼ぶことがある。 

４）消毒・滅菌効果を高めるためには、予備洗浄が重要である。 

 

６６．アイソレータに必須の器材は下記のうちどれか。 

１）ビニール製チャンバー 

２）シャワー設備 

３）オートクレーブ 

４）パスボックス 

 

６７．動物施設を管理面から分類する場合、飼育と実験のための準備区域は、下記のうち

どれか。 

１）検疫室 

２）繁殖室 

３）清浄倉庫 

４）廃棄物保管庫 

 

６８．飼育温度に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）諸外国や我が国の動物施設の多くの室温の基準値は、23±1～2℃となっている。 

２）環境温度は、ケージあたりの動物数、床敷交換の頻度によって影響を受けない。 

３）実験動物の発育、繁殖成績は高温の環境では増加する。 

４）実験動物の発育、繁殖成績は低温の環境では増加する。 

 

６９．環境湿度に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）湿度の基準値は、55±10～15％が多く用いられている。 

２）マウス、ラットの摂餌量、活動量は低湿の方が減少すると言われている。 

３）70％以上の高湿環境では、ラットの尾にリングテールが発現しやすい。 

４）動物室の空中細菌、アンモニア濃度は低湿環境で増加する。 

 



７０．動物施設の気圧について、正しい記述はどれか。 

１）動物施設の気圧については、施設内の陽圧配置が重視される。 

２）静圧差をつけることにより、汚染空気が動物室内に流入しないようにする。 

３）バリアでは、飼育室は廊下よりも2Pa高く、更に廊下は外部よりも2Pa高くする。 

４）気圧差による気流の流れは、「たばこ」を吸って確認する。 

 

７１．動物施設の空中浮遊細菌に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）動物施設では微生物学的清浄度の指標として、空中浮遊細菌が測定されている。 

２）バリア施設を完全に消毒し、動物を収容する前の状態では、ほとんど細菌は検出さ

れないのが普通である。 

３）動物を収容している場合、床敷使用の有無と材質、ケージ交換後の日数、動物の活

動時期等によって空中浮遊細菌に大きな変動はない。 

４）空中細菌が動物へ影響を与えるかどうかについては明らかではなく、定期的な空中

浮遊細菌の測定は、施設の異常発見には役立たない。  

 

７２．動物施設の照明に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）動物室の照度は、床上85cmで1,500～3,000ルクスとされている。 

２）照明に関連した要因には、照度、波長及び照明時間がある。 

３）照度は明るければ明るいほど良い。  

４）照度は光波計で容易に測定出来る。 

 

７３．動物施設の環境に関する下記の文中の、それぞれの（ ）内に該当する組み合わせ 

はどれか。 

「動物施設の環境は飼育室内環境基準、（A）と、（B）（ミクロの環境基準）に分けられる。

（B）は、動物種、ケージ材質と収容動物数などの条件により、（C）。」 

１）A：ミクロの環境基準  B：ケージ内環境基準   

C：必ず飼育室の環境基準に適合する 

２）A：ミクロの環境基準  B：飼育室環境基準    

C：必ず飼育室の環境基準に適合する 

３）A：マクロの環境基準  B：ケージ内環境基準  

C：必ずしも飼育室の環境基準に適合しない 

４）A：マクロの環境基準  B：飼育室環境基準    

C：必ず飼育室の環境基準に適合する 

 

 

 

 

 

 

 



７４．飼育ラックに関する記述として、正しいのはどれか。 

１）飼育室のマクロ環境及びケージ内のミクロ環境を考慮した飼育ラックとして、温湿

度が調節出来るキャビネット内にケージ棚を取り付けた、環境制御飼育装置も使用さ

れている。 

２）ケージ間の感染防止を目的とし、ケージ棚に滅菌空気を一定方向に流し続ける陰圧

方式ラック、病原体等の封じ込めを目的とした陽圧方式ラックがある。 

３）飼育架台を洗浄することはないので、耐薬品性、耐熱性、耐腐食性のある材質を選

択する必要はない。 

４）飼育ラックは換気を良くするために、床から約 30cm、壁から約 15cm以上離して設

置し、地震の際に架台が倒れないように床、壁または天井と固定する。 

 

７５．オートクレーブ（高圧蒸気滅菌器）に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）大型のオートクレーブ（第1種圧力容器）は法的な規制は受けないが、自主点検の

記録をとる必要がある。 

２）日常の飼育管理上では、ケミカルインジケータを用いて滅菌が完了していることを

毎回確認することが重要である。 

３）バイオロジカルインジケータ等で、定期的に死菌を用いて滅菌テストを行うのが良

い。 

４）装置については、正常に作動していることを確認するため、月に1度、温度、圧力、

使用時間などを記録する。 

 

７６．動物の習性、動作、体位等に関して、正しい記述はどれか。 

１）異常運動としては、グルグル回る反転運動やゴロゴロ転がる旋回運動等がある。 

２）異常運動ではないが、頭を一方に傾ける斜頚を示す場合もある。 

３）跛行や振るえ等は重要な観察点であり、これらの症状を示す動物では、四肢や眼の

障害が疑われる。 

４）闘争により互いの尾や被毛を噛み合う場合があり、特に雌を同居させた場合にしば

しば観察されるが、栄養障害や飲水不足によっても起こることがあるので、注意が必

要である。 

 

７７．動物の鼻音や呼吸音に関して、正しい記述はどれか。 

１）ウサギのスナッフルでは、くしゃみをすることはまれである。 

２）ウサギの呼吸器病では、鼻音やくしゃみは感染後期に良く現れる。 

３）呼吸器病が進行すると動物は徐々に呼吸困難になり、胸式呼吸を行うため、呼吸運

動に従って脇腹の動きが激しくなる。 

４）マウスのような小型の動物では、鼻孔周囲の汚れ等の観察が難しいので、鼻音や脇

腹の動きが重要な観察点になる。 

 

 

 



７８．動物の呼吸器病の観察に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）マウス等の小さな動物では、個体別に鼻汁排出の有無や鼻孔周囲の汚れを観察す 

る。 

２）鼻汁は水様性から粘液、膿性のものまで様々であり、まれに出血がみられることも

ある。 

３）ウサギは鼻汁排出が盛んになると後肢の内側も同時に汚れる。 

４）イヌやネコの鼻鏡は、熱性の病気にかかると、湿ってつやがあり冷たい。 

 

７９．陰門、陰茎、精巣、乳房の異常の観察の要点として、正しいのはどれか。 

１）けんかで、陰嚢やその周囲に咬傷をみることがある。 

２）ウサギで外陰部が赤く腫れたり、痂皮を形成している場合は遺伝性の疾患を疑う。 

３）イヌは遺伝的素因により、精巣の腫れや陰嚢の皮膚炎が起こることがある。 

４）成熟雄イヌで精巣が下降せず、陰睾や片睾になっている場合は、感染症を疑う。 

 

８０．下記の記述のうち、正しいのはどれか。 

１）モルモットでは、溶血レンサ球菌やサルモネラ感染により、胸部リンパ節が腫大し

卵大にもなるので、外部からの触診で容易に発見出来る。 

２）モルモットでは、溶血レンサ球菌やサルモネラ感染により、頚部リンパ節が腫大し

クルミ大にもなるので、外部からの触診で容易に発見出来る。 

３）健康な幼犬の正常体温は37.5～38.5℃、成犬では38.5～39.0℃であるが、細菌やウ

イルス感染による熱性疾患では40.0℃を超える発熱を示す。 

４）健康な幼犬の正常体温は37.5～38.5℃、成犬では38.5～39.0℃であるが、細菌やウ

イルス感染による熱性疾患では45.0℃を超える発熱を示す。 

 

８１．感染症に対する初期対応について、正しい記載はどれか。 

１）初期対応の第1は、責任者への報告の前に自分の持ち場を隔離することである。 

２）初期対応の第1は、感染動物の安楽死を自分で実行することである。 

３）記録と報告の内容としては、4つのWと1つのHが重要である。 

４）記録と報告の内容としては、5つのWと2つのHが重要である。 

 

８２．感染症が発見された場合の対応として、正しいのはどれか。  

１）異常動物を発見した場合、感染症が疑われる時は基本的に隔離する必要があるが、

隔離の対象は異常個体であり、飼育室全体を対象とする必要はない。 

２）1匹に感染症の徴候が認められても、周囲の動物全てが感染しているとみなすこと

はない。 

３）廊下を共用する飼育室の1つを隔離するには、動物、器材、汚物等を建物全体とし

て封じ込める以外にない。 

４）動物を隔離する場合には、その施設の責任者の指示に従わなければならない。 

 

 



８３．下記のうち、抗生物質に感受性を持たないのはどれか。 

１）ウイルス 

２）細菌 

３）マイコプラズマ 

４）リケッチア 

 

８４．感染と感染症に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）細菌やウイルス等の微生物が、動物体内に侵入し増殖するようになった場合を感染

と呼び、単に体表面や食物や器材の表面に付着した場合を汚染と呼ぶ。 

２）感染した微生物に対して生体（宿主）は様々な反応を示し、この反応が病的な程度

まで達し、宿主が何らかの臨床症状を現した場合を発症（不顕性感染）と呼ぶ。 

３）全ての微生物が動物に病気を引き起こし、微生物は全て病原微生物、あるいは病原

体となる。 

４）感染が成立すれば必ず発病する。 

 

８５．下記のうち、間接感染が成立するのはどれか。 

１）接触 

２）飛沫 

３）媒介昆虫 

４）同じケージの動物同士 

 

８６．注射針について、正しい記述はどれか。 

１）腹腔内投与の場合には皮下針が用いられている。 

２）注射針の針先の角度は静脈針が1番大きい。 

３）ツベルクリン針の共通規格（G）は21である。 

４）筋肉針の刃先の角度は18～29度である。 

 

８７．下記のうち、マウス用胃ゾンデのサイズはどれか。 

１）φ0.5mm×50mm 

２）φ0.9mm×70mm 

３）φ1.2mm×80mm 

４）φ1.5mm×120mm 

 

８８．外科用器具・器材の処理方法として、正しい記述はどれか。 

１）器具、器材の消毒、滅菌にはもっぱら煮沸消毒器が用いられ、オートクレーブを用  

 いることはない。 

２）使用後は血液、脂肪、膿汁、組織片等が付着しているおそれがあるので、実験終了

後すみやかに洗剤を用いて洗浄する。 

３）洗浄後、強酸性水ですすいでから完全に乾燥すると、錆や腐蝕を防止出来る。 

４）感染実験に使用したものは、消毒または滅菌前に洗浄する。 




